Ａ･Ｃグループ
課題改善に関する実践例
～～（副題＝各校の抱える課題をわかりやすく）～～
　ろう学校　国語科　
（１）課題の内容

　　　・集団の確保(話し合い活動の充実)

　　　・思考の深まり

・心情理解

　　　・語彙の拡充、活用

（２）課題改善に向けた具体的な取組

　　　①色分けした付箋を使っての意見交換

　　　②ウェブマッピングの活用

　　　③前時の学習内容の提示
　　　④学習の目標とまとめを板書にて明示し、授業後理解について自己評価を行わせる。

　　　⑤難語句黒板の活用、継続的な漢字学習、漫画・ビデオ等の活用
（３）取組の成果とその要因

　　　①付箋を使ってのカテゴリーごとの色分けや生徒の意見ごとの色分けを行うことで、視覚的にも理解しやすく、意見の集約や他者への質問にもつながった。

　　　②付箋の活用にも関連して、視覚的にまとめることで思考の流れが掴みやすくなった。

　　　③Ａ４サイズの用紙に前回の内容をまとめたものを黒板の上部に貼り、本時の学習を行うことで流れを確認しつつ進めることができる。毎回分貼っておくことで内容のつながりを意識し、要点の確認も視覚的に行うことができる。
　　　④１時間ごとの学習内容を確認することで授業への意欲に高まりが出てきた。教員側も何を学ばせるのかを意識して計画できる。

　　　⑤黒板の脇に難語句コーナーを設け、その時間躓いた語句等を記入しておく。ホームルーム担任や他の教科担当が違う場面での活用や説明等を行っている。漢字練習は単なる書き取り練習としてではなく、ことばの学習の一環として意識させて取り組ませたことで語彙の広がりに繋がってきた。
（４）取組の中で感じられた課題と考えられる原因

　　　・視覚的な理解にとどまり、表面的な捉えになりがちであること。

　　　・建設的で自主的な話し合いは難しい。

　　　・非常に時間がかかる。（ろう学校の場合、仕方のない面もありますが）
（５）（４）で感じられた課題に向けての改善策（案）

　　　・教科間連携を密にして横断的な学習環境が整えられると学習内容の結びつきや冷やの広がりに繋がると思われる。

　　　・話し合い、意見交換の基本を再確認し、計画的に場を設定する。

　　　・心情理解につなげるためにも多くの経験、疑似体験を大切にする。    
